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繰
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、
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皆様の地元開催での事業においても『ゆめちゃんマー
ク』の募金箱でご協力をお願いするこどがあると思いま
す。今後とも募金のご協力よろしくお願いいたします。

ゆめクラブ神奈川事業活動基金活用のご報告

12月

3日 正副理事長会議
10日 事業活動基金管理委員会
16日 役員研修会

17日 三者連絡協議会（神奈川県老連、
横浜市老連、川崎市老連）
令和4年

１月 13日 賀詞交歓会（中止）
下旬 ゆめジャーナル神奈川発行（1月号）

追記：�新型コロナウイルス感染者数の増加状況が続き、多くの
会議等が中止や書面開催となりました。その中で、オン
ラインによる会議の開催も増えました。未経験のことで
最初は機器の取扱いに苦労もありましたが、withコロナ
へ向けて、新しいコミュニケーションへのトライアルに
もなり、会議のメンバー以外の関係者も横で傍視聴でき
るなど、思わぬ効果もありました。

県 老 連 の 動 き県 老 連 の 動 き
〜 事 業 実 施 の ご 報 告 〜〜 事 業 実 施 の ご 報 告 〜

令和3年

８月

3日 活動推進員研修会（オンライン）

4日 ねんりんピックかながわ2022地域
文化伝承館実行委員会（書面開催）

24日 地域文化伝承館企画検討委員会
（オンライン）

26日 60周年記念誌作成委員会
（オンライン）9月

９月

3日 正副理事長会議（書面開催）

13日 全老連事務局長・活動推進員等合同
会議（オンライン）

15日 ねんりんピックかながわ2022地域
文化伝承館事務局会議

20日 全国一斉「社会奉仕活動の日」

29日 ゆめジャーナル神奈川編集委員会
（書面開催）

10月

4日 赤い羽根共同募金街頭募金活動
8日 理事会、正副理事長会議

12日
ねんりんピックかながわ2022地域
文化伝承館来館者記念品検討会
（オンライン）

16日 全老連全国大会（無観客開催）

21日 関東甲信越静ブロック連絡協議会
（オンライン）

27日 神奈川県へ令和4年度予算要望活動
30～２日 ねんりんピックぎふ大会（中止）

11月

2日 ゆめジャーナル神奈川座談会
9日 正副理事長会議

11日 ねんりんピックかながわ2022地域
文化伝承館事務局会議

12日 功労者のつどい（中止）

17日 ねんりんピックかながわ2022地域
文化伝承館企画検討委員会

横須賀・三浦ブロック　55,000円　葉山町
湘南ブロック　　　　　60,000円　平塚市
県央ブロック　　　　　70,000円　綾瀬市
西湘ブロック　　　　　90,000円　小田原市
足柄上ブロック　　　　60,000円　開成町
相模原ブロック　　　　70,000円　相模原市
　上記の通り、会員の皆様の身近な市町村老連支援活
動に活用させていただきました。
　事業開催にあたり開催老連には「事業活動基金の活
用事業であること」を明記するなどの周知をお願いし
ております。

ニュースポーツ交流のつどい開催事業助成金　405,000円
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表
彰
】		

　

小
田
原
市　

大
友　

昭
夫	

　

寒
川
町　
　

中
間　

鐵
郎	

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
表
彰
】	
	

　

二
宮
町　
　

	

富
士
見
が
丘
１
丁
目
ゆ
め
ク
ラ
ブ

【
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
】	

　

開
成
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆�

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会�

理
事
長
表
彰

【
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

横
須
賀
市　

み
は
ま
会	

　
　
　
　
　
　

船
越
七
丁
目
第
二
梅
友
会	

　
　
　
　
　
　

ハ
イ
ラ
ン
ド
３
丁
目
悠
遊
く
ら
ぶ	

　

藤
沢
市　
　

い
き
な
さ
か
ク
ラ
ブ	

　
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ア
リ
ー
ナ
北
悠
々
会	

　
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ア
リ
ー
ナ
南
悠
々
会	

　

相
模
原
市　

陽
光
双
葉
会	

　
　
　
　
　
　

旭
長
寿
会	

　
　
　
　
　
　

虹
寿
会	

　
　
　
　
　
　

杉
の
子
夢
ク
ラ
ブ	

	

　
　
　
　
　
　

相
原
森
和
会	

　

秦
野
市　
　

学
校
前
西
長
寿
会	

　

　

厚
木
市　
　

田
園
ひ
な
し
会	

　
　
　
　
　
　

鳶
尾
三
丁
目
三
友
会	

　

　

大
和
市　
　

札
の
辻
ク
ラ
ブ	

　
　
　
　
　
　

コ
ト
ー
え
ん
友
会	

　

　

綾
瀬
市　
　

小
園
み
の
り
会	

　

寒
川
町　
　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
曲	

　

　

二
宮
町　
　

緑
が
丘
ゆ
め
ク
ラ
ブ	

【
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
】	

　

大
磯
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

簑
島　
　

肇	

　

二
宮
町
ゆ
め
ク
ラ
ブ
連
合
会　

石
綿　
　

進	

　

山
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

矢
吹　
　

浩	

【
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
】	

	

　

横
須
賀
市

　
　

加
藤　

春
樹
（
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
安
針
台
）

　
　

佐
々
木　

稔
（
ハ
イ
ラ
ン
ド
３
丁
目
悠
遊
く
ら
ぶ
）

　
　

鍋
田
整
一
郎
（
南
郷
第
四
高
砂
会
）

　
　

渡
邉　
　

匡
（
日
の
出
町
第
一
長
栄
会
）

　
　

鈴
野　

文
雄
（
第
一
平
作
悠
遊
会
）

　
　

三
浦　

す
ま
（
秋
谷
第
二
白
寿
会
）

　
　

長
谷
川　

稔
（
久
里
浜
白
寿
会
）

　
　

井
邊　

貴
紹
（
第
二
東
長
浦
永
寿
会
）

　

平
塚
市	

　
　

下
田　

輝
行
（
東
中
原
い
ず
み
会
）

　
　

松
下　
　

傳
（
徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ
）

　
　

福
田　

文
男
（
公
所
ゆ
め
ク
ラ
ブ
）

　
　

米
村　

康
信
（
大
久
保
長
寿
会
）

　

鎌
倉
市

　
　

保
科　

弘
子
（
北
鎌
倉
檜
会
）

　
　

間
宮
登
志
子
（
極
楽
寺
橘
会
）

　
　

角
田　
　

勇
（
岡
本
高
砂
会
）

　

藤
沢
市

　
　

工
藤　

政
子
（
遠
藤
第
3
楽
生
会
）

　
　

服
部　

敏
雄
（
大
庭
と
き
わ
会
）

　
　

篭
嶋　

捷
二
（
遊
四
若
葉
会
）

　
　

奥
田　

吉
昭
（
和
楽
会
）

　
　

東
田　

正
喜
（
東
楽
生
会
）

　
　

立
脇　

和
夫
（
第
三
わ
か
や
ぎ
会
）	

　
　

平
尾　

洋
二
（
亀
井
野
中
亀
楽
会
）

　
　

長
谷
川
勝
己
（
下
土
棚
西
五
月
会
）

　
　

大
場　

義
康
（
ひ
か
り
シ
ニ
ア
会
）

　
　

矢
部　
　

清
（
円
行
一
丁
目
ふ
れ
あ
い
会
）

　

小
田
原
市	

　
　

高
橋　
　

博
（
飯
田
岡
第
三
寿
会
）

　
　

細
田　

利
一
（
鴨
宮
二
区
第
二
長
寿
会
）

　
　

永
井　

永
一
（
中
里
１
区
︲
１
第
２
長
寿
会
）

　
　

山
室　
　

清
（
27
区
二
の
丸
会
）

　
　

新
井　

知
功
（
中
里
２
区
悠
々
会
）

　

茅
ヶ
崎
市	

　
　

渡
邊　

武
夫
（
浜
之
郷
第
二
鶴
寿
会
）

　
　

川
口　
　

進
（
菱
沼
長
生
会
）

　
　

中
澤　

絹
代
（
下
町
第
二
長
栄
会
）

　

相
模
原
市

　
　

遠
藤　

昌
明
（
シ
ニ
ア
上
松
並
）

　
　

新
野
隆
太
郎
（
宮
上
西
と
き
わ
会
）

　
　

相
馬　

嘉
彦
（
森
戸
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

大
塚　
　

章
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
吉
野
み
の
り
会
）

神
奈
川
県
知
事
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

神
奈
川
県
知
事
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
神
奈
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県
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事
表
彰
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高
齢
者
に
対
す
る
奉
仕
活
動
の
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彰
】

　

秦
野
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本
町
第
十
友
愛
チ
ー
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南
が
丘
友
愛
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ー
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老
人
ク
ラ
ブ
活
動
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ラ
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優
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会
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長
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会
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（
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一
平
作
悠
遊
会
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三
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す
ま
（
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二
白
寿
会
）

　
　

長
谷
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久
里
浜
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寿
会
）

　
　

井
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紹
（
第
二
東
長
浦
永
寿
会
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塚
市	

　
　

下
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行
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東
中
原
い
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会
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延
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め
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文
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所
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信
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保
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会
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遠
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第
3
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生
会
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大
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と
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わ
会
）

　
　

篭
嶋　

捷
二
（
遊
四
若
葉
会
）

　
　

奥
田　

吉
昭
（
和
楽
会
）

　
　

東
田　

正
喜
（
東
楽
生
会
）

　
　

立
脇　

和
夫
（
第
三
わ
か
や
ぎ
会
）	

　
　

平
尾　

洋
二
（
亀
井
野
中
亀
楽
会
）

　
　

長
谷
川
勝
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下
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棚
西
五
月
会
）

　
　

大
場　

義
康
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か
り
シ
ニ
ア
会
）

　
　

矢
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（
円
行
一
丁
目
ふ
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い
会
）
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田
原
市	

　
　

高
橋　
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（
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田
岡
第
三
寿
会
）

　
　

細
田　

利
一
（
鴨
宮
二
区
第
二
長
寿
会
）

　
　

永
井　

永
一
（
中
里
１
区
︲
１
第
２
長
寿
会
）

　
　

山
室　
　

清
（
27
区
二
の
丸
会
）

　
　

新
井　

知
功
（
中
里
２
区
悠
々
会
）

　

茅
ヶ
崎
市	

　
　

渡
邊　

武
夫
（
浜
之
郷
第
二
鶴
寿
会
）

　
　

川
口　
　

進
（
菱
沼
長
生
会
）

　
　

中
澤　

絹
代
（
下
町
第
二
長
栄
会
）

　

相
模
原
市

　
　

遠
藤　

昌
明
（
シ
ニ
ア
上
松
並
）

　
　

新
野
隆
太
郎
（
宮
上
西
と
き
わ
会
）

　
　

相
馬　

嘉
彦
（
森
戸
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

大
塚　
　

章
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
吉
野
み
の
り
会
）

神
奈
川
県
知
事
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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佐
藤　

至
正
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
篠
原
や
ま
び
こ
会
）

　
　

工
藤　

幸
男
（
向
陽
礎
会
）

　
　

河
西　

孝
治
（
小
山
寿
老
会
）

　
　

濱
田　

昌
夫
（
清
新
楽
寿
会
）

　
　

稲
田　

睿
子
（
ひ
か
り
夢
ク
ラ
ブ

　
　

荻
原　

勝
則
（
淵
野
辺
あ
じ
さ
い
会

　
　

寺
嶋　

量
三
（
田
名
堀
之
内
白
寿
会
）

　
　

後
籘　

健
次
（
上
溝
四
ッ
谷
養
寿
会
）

　
　

臼
倉　

昭
夫
（
大
野
台
シ
ニ
ア
）

　
　

野
村　

光
平
（
大
沼
田
養
寿
会
）

　
　

成
房　
　

泰
（
谷
口
第
３
寿
会
）

　
　

樋
口　

正
子
（
南
新
町
む
つ
み
会
）

　
　

髙
瀬　
　

弘
（
上
磯
部
上
中
悠
々
ク
ラ
ブ
）

　
　

福
田　
　

實
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
松
濤
会
）

　
　

寺
田　

一
郎
（
夢
ク
ラ
ブ
わ
か
ば
）

　
　

小
野
寺
義
行
（
原
宿
梅
友
会
）

　
　

秋
元　

光
治
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
増
原
）

　
　

岩
山　

勇
造
（
七
福
会
）

　

三
浦
市

　
　

神
田　

芳
雄
（
小
網
代
友
の
会
）

　
　

長
谷
川
正
代
（
千
鳥
会
）

　
　

川
部　

昭
徳
（
行
楽
会
）

　

秦
野
市

　
　

山
口
平
八
郎
（
堀
山
下
長
寿
会
）

　
　

小
宮　
　

進
（
沼
代
長
寿
会
）

　
　

松
浦　

國
芳
（
菩
提
第
一
長
寿
会
）

　
　

中
島　

正
晶
（
東
映
団
地
楽
悠
の
会
）

　

厚
木
市

　
　

松
田　

憲
明
（
愛
名
九
十
九
会
）

　
　

花
上　

貞
夫
（
互
朗
会
）

　
　

田
澤　

和
夫
（
七
沢
第
二
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
）

　
　

大
貫　

隆
広
（
上
戸
田
老
友
会
）

　
　

繁
田　
　

効
（
ま
つ
が
げ
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
）

　
　

長
尾　
　

登
（
瀬
戸
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）

　

大
和
市

　
　

高
瀬　

英
一
（
柳
和
会
）

　
　

吉
田　
　

晋
（
新
町
む
つ
み
会
）

　
　

叶　
　

森
統
（
中
央
四
丁
目
豊
友
会
）

　
　

佐
藤　

文
昭
（
中
央
林
間
第
一
寿
楽
会
）

　
　

橘　
　

健
次
（
宮
久
保
ク
ラ
ブ
）

　
　

萩
原
喜
久
男
（
夢
ク
ラ
ブ
要
石
）

　
　

駒
井　

壽
明
（
第
一
つ
き
み
野
会
）

　
　

前
場　

洋
子
（
谷
戸
頭
さ
く
ら
会
）

　
　

永
井　
　

勝
（
林
間
喜
楽
会
）

　

海
老
名
市

　
　

高
野　

育
三
（
大
谷
東
部
老
壮
会
）

　
　

大
沢　

和
夫
（
国
分
寺
台
第
２
若
木
会
）

　
　

小
澤　

勝
美
（
河
原
口
第
１
長
寿
会
）

　

座
間
市

　
　

吉
村　

意
作
（
ふ
た
ば
さ
つ
き
会
）

　
　

藤
塚　

捨
雄
（
緑
寿
会
）

　
　

吉
田　

勝
雄
（
小
松
原
長
寿
会
）

　
　

杉　
　

一
郎
（
鈴
鹿
長
宿
長
寿
会
）

　

南
足
柄
市

　
　

矢
野　

正
則
（
苅
野
仙
賑
会
）

　
　

府
川　

正
美
（
山
崎
駒
千
代
会
）

　
　

大
場　

甫
夫
（
関
本
第
１
寿
会
）

　
　

増
田　
　

榮
（
飯
沢
末
広
会
）

　
　

山
室　

俊
正
（
雨
坪
睦
会
）

　

愛
川
町

　
　

足
立
原　

泰
（
中
津
北
寿
会
）

　

葉
山
町

　
　

山
崎　

時
彦
（
一
色
浜
か
も
め
会
）

　

寒
川
町

　
　

滝
沢　

大
行
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
曲
）

　

二
宮
町

　
　

新
田　

積
善
（
白
寿
会
）

　

松
田
町

　
　

荻
野　

由
雄
（
仲
町
屋
い
こ
い
ゆ
め
ク
ラ
ブ
）

　

箱
根
町

　
　

安
藤　

道
宣
（
元
箱
根
老
盛
会
）

【
友
愛
チ
ー
ム
表
彰
】	

	

　

藤
沢
市

　
　

上
高
倉
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

オ
ア
シ
ス
長
者
友
愛
チ
ー
ム	

　

　
　

オ
ア
シ
ス
丸
山
友
愛
チ
ー
ム	

　

　

小
田
原
市

　
　

芦
子
第
六
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

曽
我
第
２
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

富
水
第
２
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

国
府
津
第
１
友
愛
チ
ー
ム	

　

大
和
市

　
　

谷
戸
頭
さ
く
ら
会
友
愛
チ
ー
ム	

　

綾
瀬
市

　
　

早
川
こ
と
ぶ
き
会
友
愛
チ
ー
ム	

　

葉
山
町

　
　

女
性
部
Ａ
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

女
性
部
Ｂ
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

堀
内
東
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

一
色
丘
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

下
山
口
浜
百
合
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

木
の
下
か
え
で
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

木
古
庭　

第
二
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

森
戸
万
年
青
友
愛
チ
ー
ム	

　

二
宮
町

　
　

梅
沢
友
愛
チ
ー
ム
（
第
８
友
愛
チ
ー
ム
）	

　
　

梅
沢
友
愛
チ
ー
ム
（
第
９
友
愛
チ
ー
ム
）	

　

開
成
町

　
　

河
原
町
き
ら
く
会
友
愛
チ
ー
ム	

　

箱
根
町

　
　

元
箱
根
老
盛
会
友
愛
チ
ー
ム	

※�

本
年
度
は
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
創
立
60
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
今
年
度
は
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
に
は
推
薦
者

の
人
数
枠
を
設
け
ず
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
と
し
て
７
年
以
上
在
職
さ

れ
て
い
る
会
長
の
皆
様
を
対
象
に
広

く
表
彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　

佐
藤　

至
正
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
篠
原
や
ま
び
こ
会
）

　
　

工
藤　

幸
男
（
向
陽
礎
会
）

　
　

河
西　

孝
治
（
小
山
寿
老
会
）

　
　

濱
田　

昌
夫
（
清
新
楽
寿
会
）

　
　

稲
田　

睿
子
（
ひ
か
り
夢
ク
ラ
ブ

　
　

荻
原　

勝
則
（
淵
野
辺
あ
じ
さ
い
会

　
　

寺
嶋　

量
三
（
田
名
堀
之
内
白
寿
会
）

　
　

後
籘　

健
次
（
上
溝
四
ッ
谷
養
寿
会
）

　
　

臼
倉　

昭
夫
（
大
野
台
シ
ニ
ア
）

　
　

野
村　

光
平
（
大
沼
田
養
寿
会
）

　
　

成
房　
　

泰
（
谷
口
第
３
寿
会
）

　
　

樋
口　

正
子
（
南
新
町
む
つ
み
会
）

　
　

髙
瀬　
　

弘
（
上
磯
部
上
中
悠
々
ク
ラ
ブ
）

　
　

福
田　
　

實
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
松
濤
会
）

　
　

寺
田　

一
郎
（
夢
ク
ラ
ブ
わ
か
ば
）

　
　

小
野
寺
義
行
（
原
宿
梅
友
会
）

　
　

秋
元　

光
治
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
増
原
）

　
　

岩
山　

勇
造
（
七
福
会
）

　

三
浦
市

　
　

神
田　

芳
雄
（
小
網
代
友
の
会
）

　
　

長
谷
川
正
代
（
千
鳥
会
）

　
　

川
部　

昭
徳
（
行
楽
会
）

　

秦
野
市

　
　

山
口
平
八
郎
（
堀
山
下
長
寿
会
）

　
　

小
宮　
　

進
（
沼
代
長
寿
会
）

　
　

松
浦　

國
芳
（
菩
提
第
一
長
寿
会
）

　
　

中
島　

正
晶
（
東
映
団
地
楽
悠
の
会
）

　

厚
木
市

　
　

松
田　

憲
明
（
愛
名
九
十
九
会
）

　
　

花
上　

貞
夫
（
互
朗
会
）

　
　

田
澤　

和
夫
（
七
沢
第
二
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
）

　
　

大
貫　

隆
広
（
上
戸
田
老
友
会
）

　
　

繁
田　
　

効
（
ま
つ
が
げ
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
）

　
　

長
尾　
　

登
（
瀬
戸
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）

　

大
和
市

　
　

高
瀬　

英
一
（
柳
和
会
）

　
　

吉
田　
　

晋
（
新
町
む
つ
み
会
）

　
　

叶　
　

森
統
（
中
央
四
丁
目
豊
友
会
）

　
　

佐
藤　

文
昭
（
中
央
林
間
第
一
寿
楽
会
）

　
　

橘　
　

健
次
（
宮
久
保
ク
ラ
ブ
）

　
　

萩
原
喜
久
男
（
夢
ク
ラ
ブ
要
石
）

　
　

駒
井　

壽
明
（
第
一
つ
き
み
野
会
）

　
　

前
場　

洋
子
（
谷
戸
頭
さ
く
ら
会
）

　
　

永
井　
　

勝
（
林
間
喜
楽
会
）

　

海
老
名
市

　
　

高
野　

育
三
（
大
谷
東
部
老
壮
会
）

　
　

大
沢　

和
夫
（
国
分
寺
台
第
２
若
木
会
）

　
　

小
澤　

勝
美
（
河
原
口
第
１
長
寿
会
）

　

座
間
市

　
　

吉
村　

意
作
（
ふ
た
ば
さ
つ
き
会
）

　
　

藤
塚　

捨
雄
（
緑
寿
会
）

　
　

吉
田　

勝
雄
（
小
松
原
長
寿
会
）

　
　

杉　
　

一
郎
（
鈴
鹿
長
宿
長
寿
会
）

　

南
足
柄
市

　
　

矢
野　

正
則
（
苅
野
仙
賑
会
）

　
　

府
川　

正
美
（
山
崎
駒
千
代
会
）

　
　

大
場　

甫
夫
（
関
本
第
１
寿
会
）

　
　

増
田　
　

榮
（
飯
沢
末
広
会
）

　
　

山
室　

俊
正
（
雨
坪
睦
会
）

　

愛
川
町

　
　

足
立
原　

泰
（
中
津
北
寿
会
）

　

葉
山
町

　
　

山
崎　

時
彦
（
一
色
浜
か
も
め
会
）

　

寒
川
町

　
　

滝
沢　

大
行
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
曲
）

　

二
宮
町

　
　

新
田　

積
善
（
白
寿
会
）

　

松
田
町

　
　

荻
野　

由
雄
（
仲
町
屋
い
こ
い
ゆ
め
ク
ラ
ブ
）

　

箱
根
町

　
　

安
藤　

道
宣
（
元
箱
根
老
盛
会
）

【
友
愛
チ
ー
ム
表
彰
】	

	

　

藤
沢
市

　
　

上
高
倉
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

オ
ア
シ
ス
長
者
友
愛
チ
ー
ム	

　

　
　

オ
ア
シ
ス
丸
山
友
愛
チ
ー
ム	

　

　

小
田
原
市

　
　

芦
子
第
六
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

曽
我
第
２
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

富
水
第
２
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

国
府
津
第
１
友
愛
チ
ー
ム	

　

大
和
市

　
　

谷
戸
頭
さ
く
ら
会
友
愛
チ
ー
ム	

　

綾
瀬
市

　
　

早
川
こ
と
ぶ
き
会
友
愛
チ
ー
ム	

　

葉
山
町

　
　

女
性
部
Ａ
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

女
性
部
Ｂ
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

堀
内
東
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

一
色
丘
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

下
山
口
浜
百
合
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

木
の
下
か
え
で
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

木
古
庭　

第
二
友
愛
チ
ー
ム	

　
　

森
戸
万
年
青
友
愛
チ
ー
ム	

　

二
宮
町

　
　

梅
沢
友
愛
チ
ー
ム
（
第
８
友
愛
チ
ー
ム
）	

　
　

梅
沢
友
愛
チ
ー
ム
（
第
９
友
愛
チ
ー
ム
）	

　

開
成
町

　
　

河
原
町
き
ら
く
会
友
愛
チ
ー
ム	

　

箱
根
町

　
　

元
箱
根
老
盛
会
友
愛
チ
ー
ム	

※�

本
年
度
は
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
創
立
60
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
今
年
度
は
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
に
は
推
薦
者

の
人
数
枠
を
設
け
ず
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
と
し
て
７
年
以
上
在
職
さ

れ
て
い
る
会
長
の
皆
様
を
対
象
に
広

く
表
彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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司会
植松　紀子		　　
メンバー
相模原市老人クラブ連合会

副会長　板倉　忠臣（85）
松田町老人クラブ連合会

副会長　吉田　信男（75）
大和市老人クラブ連合会
女性会議書記　太田　惠子（66）

こ人の

　「老人クラブの　「老人クラブの
　未来に向けて」　未来に向けて」

創立60周年座談会

板
倉　

平
成
26
年
に
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
り
ま
し
た
。
今
の
状
況
で
い
い
、

今
さ
ら
学
習
し
て
も
仕
方
が
な
い
と

い
う
否
定
的
な
考
え
方
の
人
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
が
快

く
老
後
を
過
ご
す
た
め
の
地
域
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
で
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

吉
田　

70
歳
で
加
入
し
ま
し
た
。
４

年
ほ
ど
前
、
そ
れ
ま
で
３
ク
ラ
ブ
、

会
員
１
０
０
名
の
町
老
連
を
再
編
し

て
６
つ
の
サ
ー
ク
ル
ク
ラ
ブ
を
作
り

ま
し
た
。
そ
の
会
員
を
合
わ
せ
る
と

２
８
０
名
に
な
り
ま
す
。

太
田　

先
輩
に
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま

し
た
。
会
合
に
出
て
み
る
と
、
会
長

が
「
１
人
来
て
い
な
い
か
ら
待
っ
て

い
よ
う
」
と
30
分
以
上
待
ち
、
始
ま

る
と
会
長
が
来
月
の
日
程
を
発
表
す

る
だ
け
。
す
ぐ
食
事
が
出
て
食
べ
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
で
終
わ
り
で
し
た
。

集
ま
り
の
意
図
は
何
か
、
貴
重
な
時

間
を
こ
う
使
っ
て
い
い
の
か
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

板
倉　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合
は
議
題

が
な
い
場
合
が
多
い
。
会
員
は
楽
し

か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
果

た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
、
何
か
得

る
も
の
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

―
―
県
老
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

―
―
県
老
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

会
員
減
少
の
原
因
に
役
員
の
な
り

会
員
減
少
の
原
因
に
役
員
の
な
り

手
が
い
な
い
、
新
規
加
入
が
な
い
と

手
が
い
な
い
、
新
規
加
入
が
な
い
と

出
て
い
ま
す
。

出
て
い
ま
す
。

板
倉　

果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う

か
。
案
外
役
員
に
な
り
た
い
人
も
い

ま
す
。
も
う
少
し
突
っ
込
ん
だ
調
査

を
す
る
と
い
い
で
す
。

吉
田　

自
分
は
人
の
上
に
立
つ
立
場

で
は
な
い
、
優
秀
な
人
が
い
る
の
に

私
の
よ
う
な
も
の
で
は
と
い
う
遠
慮

も
あ
り
ま
す
ね
。

太
田　

私
も
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
」
と
言
わ
れ
、「
私
で
い
い

の
？
」と
思
い
な
が
ら
女
性
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
大
和
市
の
老
人
ク

ラ
ブ
は
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
10
～
13
の
単
位
ク
ラ
ブ
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
ブ
ロ
ッ
ク

の
リ
ー
ダ
ー
の
熊
谷
さ
ん
が
単
位
ク

ラ
ブ
で
は
小
さ
す
ぎ
る
の
で
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
で
何
か
で
き
な
い
か
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
そ
う

な
る
と
い
い
変
化
が
起
き
て
き
ま
し

た
。
活
動
で
高
齢
者
が
こ
ん
な
に
楽

し
く
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
サ
ン
プ

ル
を
見
せ
た
い
で
す
。
今
の
40
代
に

老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
う
も
の
を
残
し
た
い
。

板
倉　

単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に
活
動
す

れ
ば
日
常
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、

解
決
す
る
方
向
に
進
み
ま
す
。
大
き

な
問
題
は
地
区
で
一
般
化
す
る
な
ど
、

役
割
を
分
担
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

太
田　

こ
う
し
て
県
老
連
で
話
し

あ
っ
て
も
そ
れ
が
地
域
に
伝
わ
る
か

ど
う
か
は
途
中
の
人
た
ち
の
意
識
次

第
。で
も
会
報
の「
ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

に
掲
載
す
れ
ば
単
位
ク
ラ
ブ
ま
で
届

く
と
思
い
ま
す
。

板倉　忠臣さん
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―
―
今
後
老
人
ク
ラ
ブ
も
Ｈ
Ｐ
の

―
―
今
後
老
人
ク
ラ
ブ
も
Ｈ
Ｐ
の

作
成
や
メ
ー
ル
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

作
成
や
メ
ー
ル
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

ト
の
活
用
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

で
し
ょ
う
ね
。

吉
田　

松
田
町
で
は
会
長
が
Ｉ
Ｔ
に

明
る
い
の
で
Ｈ
Ｐ
を
作
り
、
私
た
ち

へ
の
連
絡
も
メ
ー
ル
で
き
ま
す
。

板
倉　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
、
老
人

の
大
半
は
電
話
で
申
し
込
み
ま
し
た

が
、
30
～
40
回
か
け
て
や
っ
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
世
代
が
老
人
ク

ラ
ブ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
世

代
を
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
ど

う
い
う
手
立
て
を
講
じ
て
い
く
か
が

大
事
な
要
素
で
す
。

太
田　

以
前
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で

は
日
程
表
を
切
り
貼
り
し
て
い
ま
し

た
。「
主
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
作
り
ま
す

よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
主
人

に
任
せ
る
ま
で
４
年
か
か
り
ま
し
た
。

で
き
る
人
を
使
う
能
力
も
大
事
で
す
。

板
倉　

う
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年

違
っ
た
機
能
の
老
人
福
祉
施
設
見
学

を
し
ま
し
た
。
終
の
棲
家
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
の
に
全
く
知
ら
な
い
の

で
す
。
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て

入
る
の
か
、
い
く
ら
か
か
る
の
か
な

ど
興
味
を
持
つ
人
が
多
く
、
や
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
２
０
２
５
問
題
。
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
と

き
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
ど
う
対
処
す
る

か
。
今
老
人
ク
ラ
ブ
は
相
変
わ
ら
ず

過
去
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。
指
導
者

養
成
講
座
は
伝
達
講
座
で
す
。
で
き

た
も
の
を
伝
達
す
る
だ
け
で
は
物
足

り
な
い
老
人
が
増
え
ま
す
。
老
人
自

身
が
主
体
の
講
習
を
し
な
け
れ
ば
。

地
域
の
問
題
、
健
康
の
問
題
は
な
に

か
、
自
分
た
ち
が
考
え
、
解
決
方
法

を
探
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

素
晴
ら
し
い
も
の
が
老
人
ク
ラ
ブ
に

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

太
田　

団
塊
の
世
代
は
活
力
の
あ
る

人
た
ち
で
す
か
ら
、
新
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
が
作
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る

と
捉
え
て
活
動
を
工
夫
し
次
に
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

吉
田　

10
年
後
会
員
が
増
え
る
た
め

に
は
従
来
通
り
で
は
だ
め
で
す
。
私

の
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
で
も
今
ま
で
唱

歌
や
抒
情
歌
が
主
で
し
た
が
、
他
の

歌
や
二
部
合
唱
も
や
り
た
い
と
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
拠
点

が
町
の
は
ず
れ
の
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
す
。
足
の
不
自
由
な
人
た
ち

は
３
人
以
上
タ
ク
シ
ー
に
相
乗
り
す

れ
ば
半
額
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

太
田　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
高
齢
者

ほ
ど
必
要
で
す
。
80
、
90
代
だ
か
ら

で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。
私
た
ち
も
コ

ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
や
っ

て
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
次
の
世

代
も
入
り
や
す
い
ク
ラ
ブ
へ
と
変
化

を
持
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
に
60
代
以
降
の

40
年
間
を
地
域
の
人
た
ち
と
楽
し
く

過
ご
し
、
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う

実
感
を
持
つ
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ

―
―
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、そ
れ
こ
そ
ゆ
め
ク
ラ
ブ
に
「
夢
」

き
、そ
れ
こ
そ
ゆ
め
ク
ラ
ブ
に
「
夢
」

が
出
て
き
ま
し
た
。

が
出
て
き
ま
し
た
。
1010
年
後
は
も
っ

年
後
は
も
っ

と
活
発
な
ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
に

と
活
発
な
ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�
（
司
会
／
植
松　

紀
子
）

（
司
会
／
植
松　

紀
子
）

吉田　信男さん

太田　惠子さん

植松　紀子さん
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クラブの
活動紹介

グラウンド・ゴルフの練習会

社会奉仕活動

　「高齢化と言われ地域のシニ
アが増えているのに、集まって
楽しめる場がない」と小林勝美
会長が会発足のきっかけをこ
う語る。意識の高い有志8名が
活動の中心だ。約40年前までは
あった老人クラブの空白を埋め
てゼロからのスタート。知り合い
のつながりでまずは会員を集め
た。グラウンド・ゴルフや将棋倶
楽部、社会奉仕活動を開始。徐々
に活動を増やしていきたい。

地域にシニアの集まりを！

　コロナ禍で集まりが難しく、
会員全員が顔を合わせたこと
はまだない。会報誌はこれまで
5回発行し、会員を結ぶ唯一の
ツール。和気あいあいとした食
事会、ビデオ鑑賞会やハイキン
グ、サロンや手芸。やりたいこと
が次々と湧き上がる。これから
が楽しみなエネルギーを感じる
会だ。

「集まりたい！」思いを
膨らませて

厚木市老人クラブ連合会厚木市老人クラブ連合会
「こがねゴールド会」「こがねゴールド会」

結　成：令和2年12月1日	
会員数：41名	
会　長：小林　勝美	

コロナ禍で結成された「新しい」老人クラブコロナ禍で結成された「新しい」老人クラブ

　地域の民生委員である吉田道
夫さんは、助け合いながら楽し
く地域で生きていく、それを実
現できるような友愛チームも作
りたいと話す。コロナで一層希
薄になってしまった地域のつな
がり。老人クラブが新たな出会
いと助け合いの場となっていく
ことに期待したい。

「共助」「共楽」「共生」が
モットー

クラブの
活動紹介

　「高齢化と言われ地域のシニ　「高齢化と言われ地域のシニ
アが増えているのに、集まってアが増えているのに、集まって
楽しめる場がない」と小林勝美楽しめる場がない」と小林勝美
会長が会発足のきっかけをこ会長が会発足のきっかけをこ
う語る。意識の高い有志8名がう語る。意識の高い有志8名が
活動の中心だ。約40年前までは活動の中心だ。約40年前までは
あった老人クラブの空白を埋めあった老人クラブの空白を埋め
てゼロからのスタート。知り合いてゼロからのスタート。知り合い
のつながりでまずは会員を集めのつながりでまずは会員を集め
た。グラウンド・ゴルフや将棋倶た。グラウンド・ゴルフや将棋倶
楽部、社会奉仕活動を開始。徐々楽部、社会奉仕活動を開始。徐々
に活動を増やしていきたい。に活動を増やしていきたい。

地域にシニアの集まりを！

　コロナ禍で集まりが難しく、　コロナ禍で集まりが難しく、
会員全員が顔を合わせたこと会員全員が顔を合わせたこと
はまだない。会報誌はこれまではまだない。会報誌はこれまで
5回発行し、会員を結ぶ唯一の5回発行し、会員を結ぶ唯一の
ツール。和気あいあいとした食ツール。和気あいあいとした食
事会、ビデオ鑑賞会やハイキン事会、ビデオ鑑賞会やハイキン
グ、サロンや手芸。やりたいことグ、サロンや手芸。やりたいこと
が次々と湧き上がる。これからが次々と湧き上がる。これから
が楽しみなエネルギーを感じるが楽しみなエネルギーを感じる
会だ。会だ。

「集まりたい！」思いを
膨らませて

厚木市老人クラブ連合会厚木市老人クラブ連合会
「こがねゴールド会」「こがねゴールド会」

結　成：令和2年12月1日	
会員数：41名	
会　長：小林　勝美	

　地域の民生委員である吉田道　地域の民生委員である吉田道
夫さんは、助け合いながら楽し夫さんは、助け合いながら楽し
く地域で生きていく、それを実く地域で生きていく、それを実
現できるような友愛チームも作現できるような友愛チームも作
りたいと話す。コロナで一層希りたいと話す。コロナで一層希
薄になってしまった地域のつな薄になってしまった地域のつな
がり。老人クラブが新たな出会がり。老人クラブが新たな出会
いと助け合いの場となっていくいと助け合いの場となっていく
ことに期待したい。ことに期待したい。

「共助」「共楽」「共生」が
モットー

グラウンド・ゴルフの練習会

社会奉仕活動

コロナ禍で結成された「新しい」老人クラブコロナ禍で結成された「新しい」老人クラブ
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　全部で158点の作品をお寄せいただきました。キャッチ
フレーズから短歌まで、日々の老人クラブで過ごす時間と
仲間への心づかいが感じられる作品ばかりでした。ありが

とうございました。応募作品多数のため全てをご紹介する
ことはできませんが、入賞作品16点の発表をさせていただ
きます。

ゆめクラブ
神奈川から  老人クラブを元気にするスローガン

県
老
連
移
転
の 

ご
報
告

　

県
老
連
は
７
月
30
日
に
新

し
い
事
務
所
に
引
っ
越
し
ま

し
た
。
東
横
線
・
横
浜
駅
か

ら
ひ
と
駅
の
反
町
駅
で
下
車

徒
歩
１
分
で
す
。

　

事
務
室
の
広
さ
は
以
前
よ

り
も
ず
っ
と
小
さ
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
神
奈
川
県
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
５
Ｆ
に

は
社
会
福
祉
関
係
の
11
の
団

体
が
隣
り
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
団
体
と
も
連
携
し

て
い
け
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
お
近
く
に
来
ら

れ
た
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

新住所

〒221-0825		
横浜市神奈川区反町
3-17-2
神奈川県社会福祉
センター内
電話	045-312-4288

�入賞作品
理事長賞
（1点） ・・伸ばそう！健康寿命、広げよう！地域づくりの輪伸ばそう！健康寿命、広げよう！地域づくりの輪　� 吉澤紀元（仲之郷親茶会―相模原市老連大沢地区）

副理事長賞
（５点）

・社会へ貢献ゆめクラブ「健康・友愛・奉仕」の3点セット　地道に明るく元気よく・社会へ貢献ゆめクラブ「健康・友愛・奉仕」の3点セット　地道に明るく元気よく
・ゆめクラブ 一人ひとりの声掛けが 隣近所の声となり 明るい元気な街づくり・ゆめクラブ 一人ひとりの声掛けが 隣近所の声となり 明るい元気な街づくり
・ 「健康・友愛・奉仕」みんなで共有みんなで支え 明るい元気な笑顔が溢れるゆめくらぶ 「健康・友愛・奉仕」みんなで共有みんなで支え 明るい元気な笑顔が溢れるゆめくらぶ
� 以上3点（二宮町ゆめクラブ下町第二老人クラブ）
・明日を元気に、出会いふれ会い 楽しい仲間・明日を元気に、出会いふれ会い 楽しい仲間
　	 大内和子�様（小町交友会―相模原市老連横山地区）
・高齢化、進む今こそチャンス 加入促進と助け合い・高齢化、進む今こそチャンス 加入促進と助け合い
　	 土田　勇�様（南橋本第二寿会―相模原市老連清新地区）

佳　作 ・いつも明るい街づくり 元気で安心 暮らしを支えるゆめクラブ・いつも明るい街づくり 元気で安心 暮らしを支えるゆめクラブ
・ゆめクラブ 健康 友愛 奉仕活動で 笑顔溢れる 元気な街・ゆめクラブ 健康 友愛 奉仕活動で 笑顔溢れる 元気な街
・・お隣近所へ小さな気配り 大きく育って 安心安全地域は ゆめクラブの活動源お隣近所へ小さな気配り 大きく育って 安心安全地域は ゆめクラブの活動源
・ ゆめクラブ 小さな気配り通い合う 住んで良かったこの街に 笑顔飛び交う 仲間の顔・ ゆめクラブ 小さな気配り通い合う 住んで良かったこの街に 笑顔飛び交う 仲間の顔
・ 危険 不安のシグナルを見流さず みんなで拾って声掛けて 支える力のゆめクラブ・ 危険 不安のシグナルを見流さず みんなで拾って声掛けて 支える力のゆめクラブ
・ 地域でいきいき 明るい笑顔の元気な友 「健康・友愛・奉仕」の活動仲間は ゆめクラブ・ 地域でいきいき 明るい笑顔の元気な友 「健康・友愛・奉仕」の活動仲間は ゆめクラブ
・ いつも元気な明るい暮らし 地域のふれ合い 仲間を増やし 地域の活力 生み出すチカラはゆめクラブ・ いつも元気な明るい暮らし 地域のふれ合い 仲間を増やし 地域の活力 生み出すチカラはゆめクラブ
・どうしたの 近ごろ元気の無いあなた 私と行動 触れ合うクラブの仲間達・どうしたの 近ごろ元気の無いあなた 私と行動 触れ合うクラブの仲間達
・ おはよう・ご苦労・ありがとう 小さな習慣 声出して みんなが元気  ・ おはよう・ご苦労・ありがとう 小さな習慣 声出して みんなが元気  

明るいひとこと 溢れる街のゆめクラブ明るいひとこと 溢れる街のゆめクラブ
� 以上9点（二宮町ゆめクラブ下町第二老人クラブ）
・60周年さらに未来への創造めざして・60周年さらに未来への創造めざして
� 関根次郎（東楽生会―藤沢市老連鵠沼南部地区）

　全部で158点の作品をお寄せいただきました。キャッチ
フレーズから短歌まで、日々の老人クラブで過ごす時間と
仲間への心づかいが感じられる作品ばかりでした。ありが

とうございました。応募作品多数のため全てをご紹介する
ことはできませんが、入賞作品16点の発表をさせていただ
きます。

ゆめクラブ
神奈川から  老人クラブを元気にするスローガン
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た
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連
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る
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す
。
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く
に
来
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は
、
是
非
お
立
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り
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だ
さ
い
。
お
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ち
し
て

い
ま
す
。

新住所

〒221-0825		
横浜市神奈川区反町
3-17-2
神奈川県社会福祉
センター内
電話	045-312-4288

�入賞作品
理事長賞
（1点） ・・伸ばそう！健康寿命、広げよう！地域づくりの輪伸ばそう！健康寿命、広げよう！地域づくりの輪　� 吉澤紀元（仲之郷親茶会―相模原市老連大沢地区）

副理事長賞
（５点）

・社会へ貢献ゆめクラブ「健康・友愛・奉仕」の3点セット　地道に明るく元気よく・社会へ貢献ゆめクラブ「健康・友愛・奉仕」の3点セット　地道に明るく元気よく
・ゆめクラブ 一人ひとりの声掛けが 隣近所の声となり 明るい元気な街づくり・ゆめクラブ 一人ひとりの声掛けが 隣近所の声となり 明るい元気な街づくり
・ 「健康・友愛・奉仕」みんなで共有みんなで支え 明るい元気な笑顔が溢れるゆめくらぶ 「健康・友愛・奉仕」みんなで共有みんなで支え 明るい元気な笑顔が溢れるゆめくらぶ
� 以上3点（二宮町ゆめクラブ下町第二老人クラブ）
・明日を元気に、出会いふれ会い 楽しい仲間・明日を元気に、出会いふれ会い 楽しい仲間
　	 大内和子�様（小町交友会―相模原市老連横山地区）
・高齢化、進む今こそチャンス 加入促進と助け合い・高齢化、進む今こそチャンス 加入促進と助け合い
　	 土田　勇�様（南橋本第二寿会―相模原市老連清新地区）

佳　作 ・いつも明るい街づくり 元気で安心 暮らしを支えるゆめクラブ・いつも明るい街づくり 元気で安心 暮らしを支えるゆめクラブ
・ゆめクラブ 健康 友愛 奉仕活動で 笑顔溢れる 元気な街・ゆめクラブ 健康 友愛 奉仕活動で 笑顔溢れる 元気な街
・・お隣近所へ小さな気配り 大きく育って 安心安全地域は ゆめクラブの活動源お隣近所へ小さな気配り 大きく育って 安心安全地域は ゆめクラブの活動源
・ ゆめクラブ 小さな気配り通い合う 住んで良かったこの街に 笑顔飛び交う 仲間の顔・ ゆめクラブ 小さな気配り通い合う 住んで良かったこの街に 笑顔飛び交う 仲間の顔
・ 危険 不安のシグナルを見流さず みんなで拾って声掛けて 支える力のゆめクラブ・ 危険 不安のシグナルを見流さず みんなで拾って声掛けて 支える力のゆめクラブ
・ 地域でいきいき 明るい笑顔の元気な友 「健康・友愛・奉仕」の活動仲間は ゆめクラブ・ 地域でいきいき 明るい笑顔の元気な友 「健康・友愛・奉仕」の活動仲間は ゆめクラブ
・ いつも元気な明るい暮らし 地域のふれ合い 仲間を増やし 地域の活力 生み出すチカラはゆめクラブ・ いつも元気な明るい暮らし 地域のふれ合い 仲間を増やし 地域の活力 生み出すチカラはゆめクラブ
・どうしたの 近ごろ元気の無いあなた 私と行動 触れ合うクラブの仲間達・どうしたの 近ごろ元気の無いあなた 私と行動 触れ合うクラブの仲間達
・ おはよう・ご苦労・ありがとう 小さな習慣 声出して みんなが元気  ・ おはよう・ご苦労・ありがとう 小さな習慣 声出して みんなが元気  

明るいひとこと 溢れる街のゆめクラブ明るいひとこと 溢れる街のゆめクラブ
� 以上9点（二宮町ゆめクラブ下町第二老人クラブ）
・60周年さらに未来への創造めざして・60周年さらに未来への創造めざして
� 関根次郎（東楽生会―藤沢市老連鵠沼南部地区）

第202号9 ゆめジャーナル神奈川



 OA 機器・電話設備・LANシステム構築

株式会社 クレスト
☎045-439-1700 
～事務所パソコン・ネットワーク管理～

神奈川県横浜市港北区大豆戸町393番地1

市町村老連の旅行の手配
名産品宅配サービス

☎045-730-3381

島原手延そうめん

株式会社イトメン株式会社イトメン
活動資金づくりの
お手伝いをしています

☎0957-25-7008
長崎県諫早市津久葉町 5-142

TEL 045-785-1700 
～活動基金の振込用紙～

神奈川県横浜市金沢区福浦2-1-12

株式会社 神奈川機関紙印刷所

いつもありがとうございます！
私たち神奈川県老人クラブ連合会の活動の趣旨にご賛同と
ご支援をいただいている賛助会員の皆様をご紹介します。
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● ご予約の際に「ゆめジャーナル神奈川を見た」とお伝えください。  ●ご乗船手続きの際に
こちらの紙面をご提示、またはコピーをご提出ください。 1 枚につき 2 名様までの乗船料が無
料になります。  ● お食事料金は別途必要となります。  ● 料金には消費税が含まれております。

☎ 045-662-6125ご予約・お問い合わせ 10:00～19:00

株式会社
フューチャーネットワークス

株式会社
フューチャーネットワークス

☎ 045-682-3265
～県老連のホームページ～

神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-5
クイーンズタワー C14F

各種団体様の企画・制作・発行をお手伝いして35年。
エリア拡大中！

博報社関東本社株式
会社
神奈川県厚木市愛甲1－8－39
（046）280ー6001（代）

株式会社豊受
減災につながる整理収納のご提案

0120-861-098

神奈川県老人クラブ連合会は、老人福祉法の精神に基づき、県内の老人クラブ活動の
充実を図り、高齢者の健康づくりと生きがいづくり、もって高齢者の福祉の向上に寄与
することを目的としています。2025 年には団塊の世代が後期高齢者に加わる超高齢化
の到来が控えています。私たちの活動にご理解とご支援をお願いします。
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嶋
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）

第 34 回全国健康福祉祭（神奈川・横浜・川崎・相模原大会）
ねんりんピックかながわ 2022 の関連イベントとして、高
齢者が培ってきた豊かな経験・知識・技術を活かして取り
組んでいる地域文化・伝承活動を実演・展示します。

老人クラブ等が日ごろ行っている多彩な健康・生きがい
づくり活動を紹介しましょう！

【2022年11月12日（土）～11月14日（月）】
・ブース出展（20団体・横浜産貿ホール〈マリネリア〉）
・ステージ発表（24団体・神奈川県民ホール〈小ホール〉）
・おもてなし（記念品づくり）他

ゆめクラブ神奈川ゆめクラブ神奈川

活動アラカルト活動アラカルト
　写
真で紹介

　写
真で紹介

共同募金街頭活動（桜木町駅）
10月4日
（月）

役員研修会12月16日
（木）

地域文化伝承館

「伝承館旗伝達」（2021年11月26日）
岐阜県老連木村会長から樋口理事長へ
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